
―2023 葉山町 四年と百年を見据えてー 
令和 5年 10月 山梨 崇仁 

私の葉山町ビジョン 

一、（健康・福祉・ウェルビーイング） 

葉山びとは、人とのつながりや地域を大切に暮らす、この土地が自然に包まれていることに

感謝して、それを守り、そしてそれぞれが幸せを探せる 

 

一、（インクルーシブ、ダイバーシティー） 

生まれや育ち、見た目や趣向など、人との違い、そして成長や生きるペースの違いを子ども

から大人まで互いに尊重できる 

 

一、（社会福祉、教育、そして将来への希望） 

健康で長寿に生き、葉山で子どもを産み、育て、育ち、自らが育って良かったと思える 

 

一、（地球環境への貢献） 

脱炭素、環境保全に取り組み、地球規模で考え行動し、発信する 

 

一、（防災、減災の強化） 

人とのつながり、そして訓練で災害に強く、あらゆる想定と備蓄ができている 

 

一、（経済的自立と自律） 

国や県、近隣自治体と対等につながる、葉山町ならではの自主的なまちづくりを進める 

 

一、（責任を果たす感動公務員） 

人々と信頼でつながる役場であり、役場職員は笑顔と愛で働いている 

 

一、（世界標準） 

広く世界とつながり、葉山びとがいつでもどこにいても誇れる町である 

 

一、（協働の地域まちづくり） 

先の見えない、変化の激しい時代にあっても、互いに協力し、町のために行動できる 

 

一、（高質な文化の保持） 

文化、芸術、伝統を重んじ、余暇と憩い、安らぎと癒しを大切にこれからの 100年を想う 



政治指針 

・将来に必要なことは、選択がいまの時代に厳しいものであっても覚悟をもって推進する。 

 

・先延ばしにせず、やるべきことに期限を定め、説明、執行の責任を果たす。 

 

・現場主義と研究力と人間同士の信頼で、任せられる政治を体現する。 

 

 

政策目標 

・2025年の町制施行 100周年は、町民の皆様、葉山を愛する多くの方々の夢と希望につ

ながる重要な機会と捉える。 

 

・母なる海、山を守る。100 年後も山で人が遊ばせてもらえるよう、豊かな海が維持でき

るよう、山を調査し、考え、できることから取り組む。 

 

・異常気象、災害の激甚化が当たり前の時代。「日常、いつも通りの暮らしに戻す、助ける」

防災、減災に個人、地域、行政。自助、共助、公助それぞれの役割を果たせるよう、有機的

な連動、そのための訓練、啓発をつづける。 

 

・開発に向き合う。所有者の権利に制限をかけることになる開発・建築計画には、地域にお

住まいの皆様と行政と議会が一体となって、相互の理解を得るため努力を重ねる。 

 

・公共施設再編・再整備の案をまとめる。いまの地域の声、全体のニーズ、将来のニーズと

人口動態、維持管理の紐解き、本当に必要な施設の形、配置を実現する。 

 

・バスやタクシー、その他さまざまな公共交通で地域の足づくりを目指す。 

 

・町役場の機能強化に取り組む。説明を尽くせる職員であること。RPAや AI活用、機構改

革や業務フロー改善を行い、多様化するサービスに応じられる組織であること。 

 

・財政規律は、財政収支見通しとそのローリング、そして常時公開で、常に高い緊張感を保

持する。 

 

 


